
国民年金保険料収納事業（平成 24 年度開始事業）の 

評価（案）の概要 

 

１．業務内容及び契約期間 

（１）業務内容 

①滞納者に対する国民年金保険料の納付督励業務 

②滞納者に対する国民年金保険料の免除等申請手続の勧奨業務 

③被保険者の委託に基づく国民年金保険料の納付受託業務   等 

（２）契約期間 

①平成 24 年 10 月から平成 26 年９月までの２年 

②平成 25 年２月から平成 27 年４月までの２年３か月 

 

２．実施状況に関する評価 

  全体として、免除等承認件数については達成目標を達成しているものの、

保険料納付月数については達成しておらず、一部の地区では最低水準も達成

していないが、前回（平成 21 年度開始事業及び平成 22 年度開始事業）と比

較すると、達成目標の達成率が上回っており、改善傾向にあると評価できる。

今後は、達成目標や最低水準の設定が適切な水準であるかについての検証が

必要である。 

 

３．実施経費に関する評価 

実施経費を前回（平成 21 年度及び平成 22 年度開始事業）の実施経費と比較

すると、約 7.6 億円（約 38％）経費が増加しており、単位当たりのコストも

増加していることから、更なる効率的な事業実施のあり方についての検討が必

要である。 

 

４．今後の事業について 

前回事業と比較して、達成目標の達成率等の実績が概ね改善しているこ

とから、次回の実施要項においては平成 24 年度開始事業を基本として、モ

デル事業の実施状況等を踏まえて、必要な見直しを実施した上で引き続き

次期事業においても民間競争入札を実施することが適当と考えられる 

なお、以下の点に留意することが必要である。 

①  納付督励の強化に当たっては、戸別訪問員の確保のあり方を検討する

必要がある。 

②  民間事業者による不適切な処理が発生した場合に、早期に発見できる

体制や、不適切な処理を事前に抑止する体制を検討する必要がある。 

 

以上 
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